
 
 

◆ゲスト紹介 

 かのや乳児院 施設長 躯川 恒 様（かのや東 RC） 

◆会務報告 

1． 令和 8年度鹿屋市国際交流協会総会の開催に

ついて（ご案内） 

   日時：令和 8 年 5 月 8 日(土)18：30～ 

   場所：ホテルこばやし 

2． ハイライトよねやま vol.313 

3． 第 19回地区インターアクト研修会及び連絡協

議会のご案内 

日時：2026 年 6 月 6 日(土)13：30～ 

場所：メインホテル 

4． 鹿屋市国際交流協会臨時役員会の開催（書面

決議）について 

5．  

 

     会長 久木田 弘さん 

皆さま、こんにちは。 

本日は、先週土曜日に開催さ

れました国分ロータリークラブ

創立 50 周年記念式典および祝

賀会への参加報告をさせていただきます。当クラブ

からは、風呂井さん、早川さん、西ノ原幹事、そし

て私の計 4 名で参加いたしました。西ノ原幹事の運

転のもと、移動の車中でも様々な話に花を咲かせな

がら、和やかな雰囲気で現地へ向かいました。 

会場となった霧島市のホテル京セラに近づくと、建

物の壁面いっぱいに大きく掲げられた「祝 50 RC」

の文字が目に飛び込み、その迫力に思わず驚かされ 

 

ました。後に館内に入り、その

演出の工夫にも感心させられ

ました。式典は別館にて行わ

れ、参加者は約 116 名。 

東部グループからは、当クラブ

4 名と志布志みなとロータリ

ークラブから 1 名の参加でした。 

式典は三部構成で進行され、まず記念事業の発表、

続いて 50 年の歩みを振り返る映像上映が行われま

した。その後、本式典に移り、会長の点鐘をもって

開会。実行委員長の挨拶、来賓および招待者の紹介

に続き、森山会長による式辞が厳かに述べられまし

た。会場は、低いステージの右側に来賓 4 名、左側

に会長および実行委員長が着席される配置で、整然

とした雰囲気の中、祝辞が進められました。霧島市

長をはじめ、衆議院議員森山裕氏の代理、西本ガバ

ナー代理、さらに友好クラブの皆様からの温かい祝

辞が続きました。その後、4 名の会員表彰が行われ、

副実行委員長の閉会挨拶、そして点鐘をもって、約

1 時間にわたる式典は滞りなく終了いたしました。 

続いて 30 分後、本館地下 2 階

の会場にて祝賀会が開催されま

した。18 時 30 分の開宴ととも

に、その内容の充実ぶりには大変

驚かされました。オープニングで

は、鹿児島実業高等学校吹奏楽部

約 40 名による迫力ある演奏が披

露され、その演奏に合わせて国分

ロータリークラブ合唱団約 15 名による美しいコー

ラスが会場を包み込みました。その後、前年度中部
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グループガバナー補佐の開宴挨拶、そして笹山パス

トガバナーの乾杯により祝宴が華やかにスタート

いたしました。お料理も大変美味しく、また趣向を

凝らした催しが随所に盛り込まれており、会場全体

が一体となる、実に素晴らしい祝賀会でした。 

終盤には、ロータリー恒例の「手に手つないで」

が行われ、参加者全員の心がひとつになる感動的な

ひとときとなりました。そして締めくくりには、屋

外にて約 3 分間の花火が打ち上げられ、盛大な余韻

を残しながら閉会となりました。 

以上、簡単ではございますがご報告とさせていた

だきます。この後、当日の写真と映像をご覧いただ

き会長の時間とさせて頂きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

窪田 昌義さん 

今日は、東京タワーの「鉄骨」

についてお話しします。 

東京タワーは、1958年に完成し

た高さ333メートルの電波塔で、

日本の高度経済成長を象徴する建造物の一つです。

その美しい赤と白の姿は多くの人に親しまれてい

ますが、その内部を支えている「鉄骨」には、あま

り知られていない興味深い特徴があります。 

まず注目したいのは、その材料です。 

東京タワーの鉄骨の一部には、戦後に解体されたア

メリカ軍の戦車90両が落札され、良質の鋼材とし

て再利用されています。戦争で使われていた鉄が、

平和の象徴ともいえる建造物に生まれ変わったと

いう点は、とても象徴的です。 

また、東京タワーは風や地震に耐えるため、非常

に計算された構造になっています。 

鉄骨は三角形を基本としたトラス構造で組まれて

おり、強度を保ちながらも軽量化が図られています。

この設計により、台風の強風や地震の揺れにも柔軟

に対応できるのです。 

さらに、建設当時の技術者たちは、限られた資材

と技術の中で、安全性と美しさを両立させる工夫を

重ねました。その結果、60年以上経った今でも現役

で活躍し続けています。 

普段は外から眺めるだけの東京タワーですが、そ

の内側には時代を超えて受け継がれてきた技術と

工夫が詰まっています。こうした見えない部分に目

を向けることで、身近な建造物の新たな魅力に気づ

くことができるのではないでしょうか。 

ご清聴ありがとうございました。 

 

           かのや乳児院 施設長 

            躯川 恒様（かのや東RC） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 
 

 
 

 



 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆スマイル報告             〈 3 件 〉 

〇躯川さん、貴重な卓話有り難う御座居ました。西ノ

原さん、国分 RC の 50 周年、同乗させていただき有

り難う御座居ました。……………………… 風呂井 

〇躯川様、本日は卓話誠にありがとうございました。

………………………………………………… 久木田 

〇躯川様、貴重なお話をありがとうございました。…

………………………………………………… 西ノ原 

〇本日のニコニコ BOX スマイルは 3,408 円です。 

    累計(一般) 297,100 円 

（財団） 96,762 円   （米山）105,646 円 

＊＊＊＊＊ ありがとうございました ＊＊＊＊＊ 

ﾛｰﾀﾘｰﾆｭｰｽより 

史上最年少でノーベル平和賞を受賞し、女子教育を

熱心に提唱するマララ・ユスフザイさんが、今年のロ

ータリー国際大会で基調講演を行います。 

マララ・ユスフザイさんは、パキスタンのスワート

渓谷におけるタリバン支配下での生活していた 11 歳

の時、とりわけ女子教育の禁止について匿名でブログ

を執筆し、活動を開始。その後数年間にわたり、講演

やインタビューを通じて公に提言を行い、メディアの

注目と数々の賞を受賞しました。 

15 歳のとき、これらの活動を理由にタリバンにより

頭部に銃撃を受けるも、英国での数カ月間の手術とリ

ハビリを経て回復。その後、すべての女児が教育を受

けられる社会の実現を目指し、マララ基金を設立しま

した。翌年には、教育と平等の推進に対する功績が認

められ、ノーベル平和賞を受賞。オックスフォード大

学で哲学・政治学・経済学を専攻し、2020 年に卒業し

ました。 

 
週報担当： 前田（数） 


